
生活面全般の注意事項  

〇江南中生としての誇りと自覚を持ち、自分自身も他人も大切にする生活をしましょう。  

〇家族・地域の方・先生・お客さん・友達などには、きちんと(立ち止まって)挨拶しましょう。  

〇T(時)P(場所)O(状況)に応じて行動し、当たり前のことを当たり前にできるようにしましょう。  

〇事故や事件に巻き込まれたり、補導や指導を受けたりした場合は、保護者の方や学校  (状況に応じて警察も   

含む) にも必ず報告しましょう。【ほう(報告)れん(連絡)そう(相談)】 

≪ 江南中学校 生徒心得 ≫ 
服装等について 

（１）標準服Ａ ①冬 服：白色の長袖ワイシャツ（綿生地、ボタンダウン除く）と標準型（標準マ－ク入

り）の黒の学生服 

        ②中間服：白色の長袖ワイシャツ（綿生地、ボタンダウン除く）と黒の標準ズボン 

        ③夏 服：白色の半袖開襟シャツ（綿生地、ボタンダウン除く）と黒の標準ズボン 

 

（２）標準服Ｂ ①冬 服：指定の長袖白シャツとブレザー及びスカート 

        ②中間服：指定の長袖白シャツとスカート 

        ③夏 服：指定の半袖白シャツとスカート （※スカ－ト丈は膝が隠れる程度） 

 

（３）熊本市共通標準服 

①冬 服：白色のワイシャツ・ブラウスにエンジ色のネクタイ・リボン 

ブレザー及びボトムス（スラックス・スカート・キュロット） 

②中間服：白色のワイシャツ・ブラウスにエンジ色のネクタイ・リボン 

ボトムス（スラックス・スカート・キュロット） 

        ③夏 服：指定の半袖ポロシャツ（白色・紺色どちらでもよい。シャツアウト可） 

ボトムス（スラックス・スカート・キュロット） 

        ④ワイシャツ・ブラウスを着用する際は、ネクタイかリボンを必ず着用する。 

        ⑤江南中既存の標準服と共通標準服を合わせたクロス着用はしない。ただし、既存の標準

ズボンとスカートに共通標準服の半袖ポロシャツは着用してもよい。また、共通標準服

に既存のスクールベストを着用してもよい。 

 

（４）服 装  ①衣替えの期間は設けない。儀式出席は、その季節に合った標準服で統一する。 

        ②夏服、中間服の下は、白、黒、紺、グレー、ベージュとし、原則無地とする。ただし、

シャツから見えたり透けたりしないパステルカラー(薄い紫やピンク)は可。 

        ③冬服の下のセーター・カーディガン(黒・紺)[以降「セーター等」]またはスクールベス

ト(白)[全生徒着用可]とする。セーター等は上着の袖、裾から出ないようにする。スク

ールベスト姿での活動は可。セーター等の姿で活動は不可。ただし、昼休みや掃除時間

は可とする。その際は、必ず名札を着用する。 

        ④冬季の登下校時の手袋やネックウォーマーの使用は可(校舎内不可)。ネックウォーマー

の色は黒、白、紺、茶、グレーとする。無地(ワンポイント可)、ボーダー、チェック柄

とする。マフラ－は不可。 

        ⑤冬季の登下校時の防寒着の使用は可。必ず学ランやブレザーの上から着用する。防寒着

の色は黒、白、紺、茶、グレーを基調としたものとする。部活動で許可されているもの

については、色は問わない。教室で着脱し、自分の棚に保管する。 

 

（５）靴 下  ①色は白・黒・紺とする。（ワンポイントまで可。ラインは不可。） 

        ②冬のストッキングは、黒色か紺色とする。 

        ③ル－ズソックス、くるぶしソックスは不可。靴下は必ず伸ばすこと。 

 

（６） 靴   ①白・黒・紺色のひも靴(靴ひもは原則購入時のひもとする。色は白・黒・紺)、布製の 

 ジョギングシューズとする。皮製やハイカット、靴底に溝がないものは不可。 

                ②通学靴のラインやワンポイントは可。靴底は同色または白色とする。 

        ③体育館では体育館シューズを使用。部活動用のシューズは部活動でのみ使用する。 

        ④レインシューズや長靴の使用可(体育がある日は、通学靴持参)。色は制限しない。 

 

（７）名 札  ①校内では名札を着用する。（登下校時は着けない。※学級保管） 

 

（８）髪 型  ①入試や面接に適した、清潔な頭髪を心がける。 

        ②前髪は目にかからない高さまでとする。 

常に清潔な服

装を心がけ、

気温や体調等

に合わせた標

準服を着用 

 

放課後や長期

休業中の登下

校では、制服

・部活動着・

体育服を着用 



        ③肩より長い髪は結ぶ(一つ結び、二つ結び、三つ編み、お団子結び【一つまで】)。結び

目は正面から結び目が見えない高さまでとする。髪を止めるヘアピン・パッチンピンや

結ぶゴムは、黒や紺などの目立たない色で、幅広くないものを使用する。 

        ④整髪料は使用しない。また、脱色、染髪、パーマ、カール、奇抜な髪形、編み込み、 

そり込み、眉そり、眉抜き等をしない。 

 

（９）所持品  ①学習に関係ない道具・マンガ・菓子類、また、必要以上の金銭は持ってこない。 

②携帯電話･スマートフォンの校内への持ち込みは一切禁止とする。 

        ③所持品には、名前を記入する。金銭の貸し借り、品物のやりとりや売買はしない。 

        ④通学用カバン、サブバッグは規定のものを使う。 

        ⑤その他の部活動の道具入れは、部長の取り決めで使用する。 

        ⑥カバンや上靴（スリッパ）等にシールを貼ったり、落書きをしたりしない。キーホルダ

ーなどの装飾品をつけない。（お守りは１個まで） 

                ⑦ピアスや化粧などをしない。香水やコロンなどを使用しない。 

         ⑧リップクリームを使用する場合は透明で無香料のものとする。日焼け止めクリームにつ

いては、更衣場所でのみ使用する。貸し借りをしない。 

        ⑨水筒の持参は可。水筒の中身は、水、お茶、スポーツドリンクに限る。 

⑩登下校時のアームカバーと日傘の使用は可。アームカバーは、昇降口で着脱する。  

        ⑪制汗シートは体育の授業後と部活動後のみ使用は可。更衣場所でのみ使用する。無香料

のものに限る。使用後のシートは各自持ち帰る。貸し借りをしない。 

 

届出および許可 

（１）欠席・遅刻・早退・忌引は、電話または『すぐーる』にて８時１５分までに届ける。 

（２）校具、ガラスの破損については、学級担任に届け弁償する。 

 

登下校 

（１）８時１０分までに正門を通過し、８時１５分までに教室に着席する。 

（２）先生や友達に気持ちのよい挨拶をする。 

（３）交通規則を守り、事故には十分に注意する。人の家の敷地や駐車場に 

入らない。 

（４）遅刻などないように、時間にゆとりをもって登校する。 

（５）登校後は、無断で校外に出ない。(忘れ物の取り帰りは原則不可） 

（６）登下校中での買い食いやコンビニ等への立ち入りは禁止する。 

 

校外生活 （下記は熊本市内中学校生活の申し合わせ事項に基づいている） 

（１）外出する場合は外出先と用件を保護者に伝えて出かけ、外出時間は日没までとする。  

（２）自転車に乗る際はヘルメットを着用（努力義務）し、交通ルールを厳守する。  

（３）緊急時、身分が証明できるように生徒証明書を身につけておく。 

（４）各種（総合）遊戯施設及び、ゲームセンター（コーナー）、プリクラコーナー、ネットカフェ、カラ

オケボックス等の利用は、保護者の責任のもととする。ただし、置き引きや恐喝、盗撮等の犯罪が起

こりやすいことを十分に注意する。また、条例により１８時以降の利用は、保護者同伴でなければな

らない。なお、２３時以降（利用施設によっては２２時以降）は保護者同伴でも補導対象となる。  

（５） アルバイトは、原則として禁止する。 

（６）旅行やレジャーなど、遠くへ行く場合は、保護者の責任のもととする。ただし、宿泊を伴うものは、

原則、保護者同伴とする。（生徒だけでの外泊は禁止。） 

（７) 海や河川、江津湖一帯、湧水プール（嘉島等）などの遊泳は、犯罪被害や水難事故防止のため、保護

者もしくは引率者同伴とし、その責任のもととする。ただし、遊泳や飛び込みが禁止されているとこ

ろの利用は禁止とする。 

（８）無断で他校（小学校・高校等も含む）へ行ったり、他校周辺で集まったりするなどの迷惑のかかる行

為をしない。 

（９） SNS やスマホ等ネット機器の利用は※ペアレンタルコントロールしたり、アクセス制限機能（フィル

タリング）をかけたりするなどの安全対策をして、保護者の責任のもとで江南ルールを守り利用する。

また、人を傷つける内容やトラブルをまねくような書き込み、不適切な動画・写真等の撮影及びネッ

ト掲載や交換を禁止する。 

※ペアレンタルコントロール：子どもの情報通信機器の利用を、保護者が監視し制限する機能  

(10) 他者に迷惑や危害の恐れがある危険物や有害がん具類は持ち歩かない。 

(11) 健康を害する可能性や喫煙に繋がる恐れがあるため、電子たばこ類の使用及び携帯を禁止する。  

直線部は、令和７年度より変更事項     波線部は、令和８年度より変更事項 

ベルトや靴下を

忘れた時は職員

室に申し出 

 

雨天時は靴下の

予備を持参 

・サーパスシティ熊本

の敷地を通らない 

・サーパスシティ熊本

及びガソリンスタン

ド裏の歩道は通らな

い(過去に事件あり) 

・部活動時に、自転車

で登下校する時は、

届け (保険のコピー

を含む)を提出し、ヘ

ルメットを着用 


